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§１．研究成果の概要 

 

 本研究課題では、光線が持つ多元な情報を活用するために、計測デバイスの光学設計と情報科

学分野における計算アルゴリズムを融合し、両者を協調的に設計することで高次元光イメージング

を実現することを目指している。当初の研究計画では、主に波長軸・視点位置軸・ナノ秒単位時間

軸の３軸を対象としていた。波長軸では、新たにステンドグラスの分光計測に取り組み、日照変化

などの環境変動を補正する技術を開発した。環境要因を補正する高次元データの冗長性を考慮

して、安定に環境変動を補正する手法を明らかにした。また、ナノ秒単位時間軸については、さら

に時間を短縮した十数ピコ秒単位の光伝播計測システムを用いて、強い相互反射が生じるシーン

を対象として反射率と形状を同時に推定するアルゴリズムを開発した。 

 さらに、当初に計画していた３軸については一定の成果が得られたことから、新しい軸での高次

元化計測にも取り組んだ。特に、画像計測の高次元化をより広義に捉え、様々な高次元化の可能

性を模索した。その結果、被写体に対するセンサの角度、被写体の下地の反射率、遠赤外域での

波長、照明と観測の走査の時間差などを新しい高次元化の軸とみなして情報量を増やし、通常の

低次元画像計測では得られない詳細な視覚情報を取得する方法を明らかにした。 

 また、本研究で得られた技術が実際に社会で役に立つことを実証するために、フランス・アミアン

の大聖堂のステンドグラス、墨字で書かれた古文書、装飾古墳壁画、食品生産ラインなどを対象と

した応用研究にも取り組んだ。これらの成果に基づいて、企業と共同での特許出願や、プレスリリ

ースによって一般にも成果をわかりやすく紹介するなど、社会還元にも積極的に取り組んだ。 
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§２．研究実施体制 

 

（１）計測グループ 

  ① 研究代表者：向川 康博 （奈良先端科学技術大学院大学 先端科学技術研究科 教授） 

  ② 研究項目 

   ・各軸での高次元データの計測 

   ・符号化計測のための光学設計 

 

（2）解析グループ 

  ① 主たる共同研究者：松下 康之 （大阪大学 大学院情報科学研究科 教授） 

  ② 研究項目 

   ・スパースコーディングによる高次元光情報の基底系の解析 

   ・高次元データ解析アルゴリズム設計及びソフトウェア開発 

  

（３）特定活用グループ 

  ① 主たる共同研究者：田中 賢一郎 （立命館大学 情報理工学部 准教授） 

  ② 研究項目 

   ・様々な応用に向けた効率的な高次元光計測 

   ・応用に合わせた計測デバイスと計算アルゴリズムの協調設計 

 

(４）融合活用グループ 

  ① 主たる共同研究者：久保 尋之 （千葉大学 大学院工学研究院 准教授） 

  ② 研究項目 

   ・多元光情報の融合活用による応用開発 
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